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子 どもが創 る理科

～受けつがれる生命の大切さに気づく子をめざして～

金沢市戸板小学校 教諭  吉 川 恭 子

子ども達が自ら問題意識を持ち、解決 していく■習

を 「子どもが創る理科Jと 捉え、上記の高1題を設定 と、

5年 生の授業実践を行った。

(1)視 点 1:生 命の連続性に気付 く構想

植物の発芽 ・成長、生命の誕生、花から実へ 1岬科十、

サケの受精卵の成長 ・放流 (総合的な■】|の 車,こを

関連付けて一つの大単元 「つなかる■:命_と して、長

い期間生命の大切さを意識するように働きかけたi

植物の 「発芽Jを 生命の始まり、

「成長」を生命をつなぐものとし

て意識することで、種子の力の巧

みさを実感 した。また、受粉 した

花粉から花粉管が伸びる様子を実験で確かめた 1発展

的な内容)。 この活動により、植物の積極的な′11命十孟

動にも気づ くことができた。

大単元の学習の後に、子ども達は植物と動物との共

通点を考え、生命の連続にかかわるキーワー ドを 『受

精』と捉えた。受精によって、新 しい生命がつながっ

ていくと気づ くことができた。また、改めて話 し合う

ことで新 しい疑問も次々と生まれ、生命に対する関′はヽ

が高まった。

(2)視 点 2!計 画的に追究する力を培う評価と支援

学年の初めに、物理教材である 「おもりの働き_の

学習を行い、条件制御のスキルを身につけさせた:こ

のことで、植物の単元においても自分たちで条件制御!

の実験をスムーズに行うことができたc

やその巧みさを積極的に見つけようとする姿勢が見ら

れた。さらに、ノー ト指導においても、記録すること

の大切さ、分かりやす く記録するlI二夫などを段階的に

指導することで、一人一人が自分の考えをしっかり表

現できるようになってきた。

本実践のように、発展的な内容を取り入れる際には、

ビデオなどを視聴 し、観察での観点を獲得 してから実

物を観察するという手順を踏むことが、計画的に追究

する姿につながるとわかった。

(3)今 後の課題 :各単元の関連付け方を、さらに吟味

すること、発展的な内容の学習の開発と取り組みの検

討をすることなどが挙げられる。

実感をともなった学びをめざ して

4年 「もののあたたまりかた」の授業を通して

金沢市立南小立野小学校 教諭

1 は じめに

櫻井ゆかり

告きや感動が身近な生活と結びつき十とも達の課題

となり、1‐1的意識を持って自ら解決 していくこと、そ

してr上きた知識にまで高められることが 「実感をとも

なった学ひJで あると考える。そのための教怖の指導

に純点をど14て、以下の 2点 に留意 して研究に取り組ん

だ.

視点 1 身 近な生活や子どもの興味関心と結びついた

教材開発

視点 2 キ 1体的に通究できるような教師の指導と評価

2 実 践とその成果について

1(十11,とて よ、1卜属 ・水 ・空気の性質について温まり

ち工 ■hiて 考えさせる,つ まり金属は熱せられた

ところ■ i)白にお11まるか、水や■気は熱せられた部分

lif多動 して全体かl.Iまるということを理解することか

ねらいである。そこで視点 1で は、

■ 岳とも達の生活経験を生か した実験から人る

2身 近な素材を使い、実験を線 り返す

3学 習 したことをもとに身の回りの現象について考え

させるということを大切にした。3で は、温まり方の

亨十1を終えた後、まとめとして
'物

の温まり方クイズ

に挑戦 しよう!と tiう課題をたjえ、既習を使って身の

1口りす)宇象を考え_る場を与えた

また、視点 2 ir!よ、以 卜の 11を
考慮 した!

11セ IJ■ぜ与■iイ1にす)った単lL構成を組む

2モ 千 レ|〈をとを十建′,て物質の特性を考えさせる

S発 吐tえ与★を行い不思議な現象の理由を納得させる

!に ,いて|ま、
~金

属 くんJ「水 くんJと いうオセロ11

のモテル判 (温まると裏返 して色が変わる切り絵)を

動かしながら、それぞれの温まり方の違いを考えさせ

た,こ のことは、子ども達が金属や水そのものに若「]

し、物質を粒子的に見たり考えたりする力を身に青け

させるために有効だった。

3 今 後の課題

今回の実践で、子ども達は主体的に問題解決学習に

取 り組むことができた。 しか し、学んだことを表現す

る力や現象を説明する力は 1分ではないということが

わかった。今後、授業で使う言葉を吟味 し、体験や実

験 したことを言葉と結び付け、理科用語を使って的確

にまとめる力を育てていくことが、科学的な思考力蝉

解力を育てることにつながると考える。
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フェライ ト磁石の作成を通 して学ぶ磁気の性質

石川県立鶴来高等学校 教諭  垣 内 貴 司

1.1まじめに

身近で磁石か活用されているにも関わらず、磁気の

性質に関 してはあまり知1られていない。磁気というも

のを深 く理解するためには、材十1と性質の両面で理解

する必要かあるか、高佼段階ではそれそれ表面的な理

解だけで終わって( るヽのではないだろうか。磁石の作

成に関わる実験かあれは、磁気に対する理解が少 しで

も深められると口うか、磁イfに作成に関わる実験の報

告も少な く、ちったとしても非常に困難な手法を片」い

ていることtt多い.そ こで今“1は実験室 レベルで可能

な簡易な磁ffに作成実験について検討 した。

2.作 成方法

バ リウムフェライト (BaO。 6H」0)を 用いた磁イf

の作成について詳細に検討 した結果、次のような方法

で簡易に磁石を作岐できることかわかったri

l]炭腋バ リウムBaCO上 酸化鉄 I Ill)Fe10を質量比

で18,82になるように洋こ合する二手L鉢を叫it てヽすりつ

ぶすように混せる=中 質量比につtⅢて|ま「=如に投十 と

ている!

2混 せた粉木をるつはに彰し、マ ッ7'を |十1いてヤス

バーナーで強熱する。1000iCを超えることか反応ば)楽

件.磁 性のるつぼでは、加熱後、焼成物か一部ltl吉す

るのでアルミナ製のるつぼがあればそちらを「Flいると

良い。

10130分程度強熱 したら、放冷する。=温 まで下がった

粉末を乳鉢に移 して細かく砕 く [以卜、これを磁性粉

木と呼ぶ]c

l■細かく砕いた磁性粉末に酢酸 ビエル樹指を用いた接

吉剤 (木工用ボンド [酢酸 ビニル樹,旨55%含 有1)を

加える。磁性粉末の質量の半分程度の電さの接着剤で

よい。

0接 者剤を加えてよく練った磁性粉末を、塩化ビニル

管を用いた型に移して押 し同め、ベレット状にする。

完全に乾燥する前に、型から取り出しておくc

C作 成した磁性粉末のペレットを、ネオジム磁石で挟

み込むことによって者磁する。挟み込む時間は致秒で

よい。

3.ま とめ

磁石の作成に関 してはまだまだ検討する余地 もたく

さん残っている。今後は、実際に化学の無機化学の分

野や物理の磁気の分野で磁石の作成実験を導入してい

きたい。

「クロロフ ィルの吸収 スペ ク トル」の

観察方法の改良

石川県立津幡高等学校 教諭 福 岡 辰 彦

1.は じめに

高校4t物では 「北合成二の単元で、「クロロフィル

の吸収 スベク トル_か 扱われている。10年ほど前に

1人型の「Ul折格 rシ ー トを用いて、クロロフィルの吸

収スヘクトルを詳ても簡単に観察できる方法)を 考案

し発表した.今 llll、さらにこの観察方法を満1村するた

めに 「適 した抽出浴媒や卜1折格子は何かと
=f由

||1液の

ホいま光の意味 |を調べ、発展として I Ullk4文スヘクト

ル曲線の作lJft上を試みた。

2.調 査 ・実験結果

了 1由出落女茶

観察に 十分なクロロフィルのllll出能力かす)1)、f器境

への負付か低い、エクノールが適 しているとちえず,れ

る.

イ 回 折格子

「平行型J「溝が500本 /mm」 「両ロカ車入る大きさ

の「]1すF子1各子が適 していることがわかった。そこて、

十!|!丁)う||十1末 口‖の1呵折格 子を35mmスライ ドマウン

こiHi,「キ rを,kんだ観察器呉を考突 した。
iヤ
 よ t

クロロフ 十ルなと|よ、吸J文したたのエネルキーのう

ち、化`手:エネルキーに変換できない分を、熱または蛍

たとして枚出する―そして、この蛍光を別の分 Fか 吸

収することて、エネルキーの有効活用を行っている.

しかし、れ脱封液ではt体 と異なるため、ェネルギーの

やりとりがうまくいかず、その分のエネルギーか蛍光

として放出されていると考えられる。

工 吸 収スヘクトルH拍線の作成

デジカメて練影した吸収スヘクトルの写真を、画像

tltr世ッフトの l inlage(チJを 用いて、十吸収 スヘクトル

llll線の作成を試みた。 しか し、■i確な吸収スベクトル

曲線の作成は、条件設定、器具の調整など大変14Nl難な

ことがわかった。

3.最 後に

今回の研究で、この方法の意義と限界がわかり、忙

性実験としては有効であるが、定量実験として扱うの

はかなり困難ということがわかった。今後は、よりこ

の観察方法を活叫」できる方法を研究 していきたいぅ

了
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化 学 の 初 期 学 習 に 有 効 な

実験 ワークシー トの作成 と実践

石川県立小松高等学校 教諭  田 日 雅 範

1.1ま じめに

現在の学習指導要領において、中学校での理科の学

習内容が減少 したために、高校での化学の初期学習に

おいて戸惑いを感 じている生徒が増えてきた。そこで、

現在の教育課程で学んできた (高校ではじめて 「イォ

ン」を学ぶ)生 徒に適 した化学の初期学習プログラン、

の作成に取 り組んだ。そのうち、今1可は生徒実験の作

成および実践についての取り組みを中心に報告 した。

2.研 究内容

次に挙げた 5種 類の実験ワークシー トを作成 し、そ

れらを使って授業を実践 し、■徒の感想 ・意見、アン

ケー ト調査集計結果をまとめた。

OT混 合物の分離と確認OJ

ろ過、蒸留、昇率の実験操作を習得 しなから淀合物

から純物質を分離する方法を学ぶ。

0「 混合物の分離と確認?)1

炎色反応、気体発生、クロマ トクラフ ィによ―て,と

素や成分を分離 ・確認する方法を学ぶこ

● イ オンからなる物質の性質」

団体や液体、水溶液の電気伝導性を調べたり、電気

泳動、イオン結晶のへき開実験を行い、イオン結品の

性質を学ぶ。

O「 分子の構造と化学反応J

分子構造模型を使っていろいろな分子をつくり、分

子の立体構造を学ぶ。また、分子模型を使って化学反

応式の係数を決める方法を体験的に学ぶ.

0「 物質量とアボガ ドロ数二

小豆 ・米 ・大豆の相対質量を求めることにより、原

子の相対質量の考え方を体験的に学ぶ。また、岩塩の

名度よリアボガ ドロ数の求め方を学ぶ。

3 ま とめ

実践授業後にアンケー ト調査を行った結果、「イオ

ンの性質がわかった。」、「分子の形や構造への理解か

深まった。Jと 回答 した生徒は、それぞれ815%、 933

%で あった。化学の初期学習において、本研究で作成

した実験ワークシー トを使って実験を行うことによっ

て、生徒達のイオンや分子に対する理解が深まること

がわかった。また、効果的な実験実習を効率よく授業

に取 り入れていくために、理科総合Aと 化学 Iと の接

続を 十分に検討する必要があると感 じた。

簡易な装置で極低温 における物質の性質を

確かめるための実験の開発

石川県立金沢泉丘高等学校 教諭  鹿 野 利 春

1,は じめに

紋1末筆素はリエアモーターカーなとに、1夜体険系も
1手=柱iロケ ットやK峠 現場で使われている.こ れらにつ

いての実験を学校現場に取 り入れ、極低温にお■る物

資の′S、るまいについて実験を通 して理解を深いる必要

がある。

2.研 究の目的

液休窒素を使った実験を学校に取り人れ、現代社会

を支える液体告素や液体酸素についての理解を深める

とともに、児堂 ・■ rTの創意 ri大が生かされるような

実験を開発する。

3.研 究の方法

実際に小学生 ・中学生 ・高校41をヤ、1象に実験をさせ

る中で、十校教育に液体窒素を使った実験を導べする

際げ)問題ギ(を取 り除き、実験の完成!をを高める.

4 研 究の成果

′ ヽ IⅢ■止甲1上してあ|することができる。

1  ,tと ギ!||モ:! て 々令に
'夫

号食をイ子うことができた.

とし,i夜1本!年茸【″ド器

I ⅢⅢl ( r l左 f二七 |、1 1かヒt (、球くて持ちやすい)
・rll Ⅲ Ⅲ …  1さIⅢill殺!1ど

1lJⅢ t 1ヽ実11!か可能であり、熱を伝えにくい'
・輪コン、………物性の変化

( 196ででは、割 り箸で引っ張るだけで破娘する)
・ホリエチレン袋…気体の膨張とllK縮

(風船より扱いやすく、透明で内部が兄える)
・アルミホイル……液体酸素製造装置

(/f徒のにJF的な発想で装置を作ることができる)

121 生徒の創意 に夫が活かされる実験を開発できた.

液体酸素は液体空素より沸点が高いので、アルミホ

イルで人れ物を作れは、その表市に液体般素を焼縮さ

せることかできる。この装置を作らせることにより、

児章 ・′lt徒の創志 「1大が活かされるとともに達成は、

自己肯定感、F軍科への興味を持たせることかできた。

(3)小 学校から高校までの複数の発達段階で実施 した=

最初は高校生向けに実験をデザインしたが、体験人

学の中学生用に作リドIし、最後は令沢子ども科学財同
の「おもしろ実験 |で小学校 B～ 1年″|:向けに実施した。
111 実験吾を作成 した

f任ても実験かてきるように11)～131の成果を入れ、必

要な女合対策も人れたりせ堂 ・生徒向けの実験書を作成

した.

5.課 題と展望

液体奪系は特殊な保存容器がなければ購入できず、

販売場所も限られており、それほど安価とはいえない。

実験消耗品に関わる予算を増やすことと、保存容器の

供給が課題である.右 川県教育センター等で予算を確

保 し、学校の求めに応 じて液体窒素が入った客器を貸

し出すようにすれば、多くの学校で実験が行われると

考える。
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